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１．監査実施概要 

 

１．１ 本監査の目的 

【略】 

 

１．２ 監査内容 

【略】 

 

１．３ 監査範囲及び実施体制 

監査対象 監査日 監査員 

1 PMS文書 2025年 1月 1日 外部監査員 

2 ISMS・PMS事務局 2025年 1月 1日 外部監査員 

3 経営企画部 2025年 1月 1日 外部監査員 

4 マーケティング部 2025年 1月 1日 外部監査員 

5 情報システム部 2025年 1月 1日 外部監査員 

6 管理部 2025年 1月 1日 外部監査員 

外部監査員：サンプル（株式会社インターネットプライバシー研究所） 

  

※本章の詳細は実施企業様の監査計画書に基づき作成いたします。 

本サンプルでは一部情報を省略しています。 
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１．４ 評価基準 

「JIS Q 27001」、「JIS Q 15001」を基準として、ヒアリングおよび書類の確認、現場確認によ

り調査し、その結果を以下の基準に従い評価した。 

分類 定義 

評価 
リスクを低減するためのルール化事項以上の措置など、他部署への水平展開

を検討するための情報として、特に報告書に記載すべきと判断されたもの。 

指

摘

事

項 

不適合 

JIS 規格または ISMS・PMS に適合していない状況のうち、重大なもの。修正処

置（適正状態への回復）のみならず、是正処置（不適合となった原因の除去）

の実施および記録作成が必須である。 

観察 

JIS 規格または ISMS・PMS に適合していない状況のうち、軽微なもの。修正処

置をおこなった上で、是正処置の要否は個別に検討する。是正処置をおこなう

場合には、記録を作成する。修正処置にとどめたものは、次年度監査で経過

を観察する。 

推奨 

不適合、観察事項には該当しないものの、JIS規格または ISMS・PMSの有効性

向上や情報漏えいリスク低減の観点から、実施を推奨する事項である。マネジ

メントレビュー等を通じて経営層に報告をおこない、取り組みをおこなうか否か

の検討をおこなうことが必要。次年度の監査で経過を観察する。 

その他 

指摘事項には該当しないものの、下記に挙げる理由により、監査員が記録とし

て残す必要があると判断したもの。 

① 部署で確認された事象ではあるが、問題の根本的な原因が事務局にある

ため、部署独自の判断での解決が難しいもの。 

② 今回の監査では問題が検出されなかったものの、ICT（情報通信技術）環

境の変化など何等かの事情により、将来的に課題となる可能性があるも

の。 

③ 次年度以降の監査に影響を及ぼす可能性が高いもの。 
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２．監査実施記録 

２．１ 合致監査 

監査対象 PMS文書 
監査員 サンプル（外部監査員） 

実施日 2025年 1月 1日 

監査テーマ PMS文書の JISQ 15001及び「構築・運用指針」への適合性 

監査内容 □業務のヒアリング □運用記録の確認 □現場巡回 ■その他（PMS文書の確認） 

検出事項 

分類 テーマ 内容 

評価 ― 特になし。 

不適合 ― 特になし。 

観察 ― 特になし。 

推奨 ― 特になし。 

その他 
規格改訂への 

対応 

「構築・運用指針」【JIS Q 15001:2023準拠】への対応は、

2024年 11月時点で完了していることを確認した。 
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２．２ ISMS 事務局・PMS 事務局 

監査対象 ISMS・PMS 事務局 

監査員 サンプル（外部監査員） 

実施日 2025年 1月 1日 

監査テーマ 全社レベルの ISMS・PMSの運用状況 

監査内容 ■業務のヒアリング ■運用記録の確認 ■現場巡回 □その他（        ） 

検出事項 

 

分類 テーマ 内容 

評価 ― 特になし。 

不適合 全体運用 

情報セキュリティ・個人情報保護に関する全社ルールは整備され

ているものの、ルール更新が適時反映されていないケースがあ

り、形骸化の兆候が確認された。現状の組織規模を考慮した体

制・セキュリティレベルについて検討し、ルールを見直すこと。 

観察 ― 特になし。 

推奨 

改善管理 

監査や運用確認で検出された不適合事項・推奨事項について、

各部門に対し改善の提案や助言を行なっているものの、対応状

況のフォローアップが行えていなかった。「是正処置報告書」のほ

か、指摘事項を一覧化するなど、各部門の進捗状況を管理する

仕組みを構築することが推奨される。 

物理鍵の管理 

現場巡回において、鍵が挿さったままのキャビネットが検

出された。また、袖机の鍵管理について部門によって異な

る運用となっていた。物理鍵の管理方法について、統一的

なルールを定め、周知することが推奨される。 

その他 ― 特になし。 
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２．３ 経営企画部 

監査対象 経営企画部 
監査員 サンプル（外部監査員） 

実施日 2025年 1月 1日 

監査テーマ 部門レベルの ISMS・PMSの運用状況、リスク対策の適切性 

監査内容 ■業務のヒアリング ■運用記録の確認 ■現場巡回 □その他（        ） 

検出事項 

 

分類 テーマ 内容 

評価 全般 

プロジェクト型の期間限定チームが発足していたが、自組

織で情報資産をできる限り保有しないように業務の組み立

てをおこなっていた。組織解体後の業務の引き継ぎ先につ

いても、考慮されている。 

不適合 ― 特になし。 

観察 ― 特になし。 

推奨 ― 特になし。 

その他 ― 特になし。 
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２．４ マーケティング部 

監査対象 マーケティング部 
監査員 サンプル（外部監査員） 

実施日 2025年 1月 1日 

監査テーマ 部門レベルの ISMS・PMSの運用状況、リスク対策の適切性 

監査内容 ■業務のヒアリング ■運用記録の確認 ■現場巡回 □その他（        ） 

検出事項 

 

分類 テーマ 内容 

評価 ― 特になし。 

不適合 

情報資産の 

保管 

セミナー参加者情報などの個人情報を含む機密情報につい

て、担当者が自身の端末にダウンロードしたまま外出し、

社外持ち出しが発生していた。機密区分に応じた管理が徹

底されるよう、クラウドサービス上での一元管理の徹底、

ダウンロード権限の見直し、シンクライアント端末の活用

など、運用・技術両面での対策を検討すること。 

情報資産の 

特定 

MAツール上のリード情報やセミナー申込み情報が、「資産管

理台帳」に特定されていなかった。特定の上、リスク分析

を行うこと。 

観察 ― 特になし。 

推奨 
アカウント 

管理 

各顧客環境にログインするサポート用アカウントについ

て、前年度から運用が改善されていたものの、下記の課題

が残存しているため、引き続き対応を講じることが推奨さ

れる。 

・アカウントを担当者、マネージャーの 2名で共有してお

り、使用者の特定ができない。 

・マネージャーが多数のアカウントを管理することとなる

ため、規則性のあるログインパスワードが設定されてお

り、容易に類推可能である。 

その他 ― 特になし。 
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２．５ 情報システム部 

監査対象 情報システム部 
監査員 サンプル（外部監査員） 

実施日 2025年 1月 1日 

監査テーマ 部門レベルの ISMS・PMSの運用状況、リスク対策の適切性 

監査内容 ■業務のヒアリング ■運用記録の確認 ■現場巡回 □その他（        ） 

検出事項 

 

分類 テーマ 内容 

評価 ― 特になし。 

不適合 ログの監視 

マーケティング部で利用しているクラウドサービスについ

て、データのダウンロードログの定期確認が実施されてい

なかった。同部においては、情報システム部が管理主体で

あるとの認識であったため、ログ管理やアカウント管理な

ど運用の責任部門を明確にすること。 

観察 ― 特になし。 

推奨 
ソフトウェア

の管理 

「利用許可ソフトウェア一覧」を作成しているものの、最

新の利用状況との不整合が確認された。現状の組織規模を

考慮の上、ツールの導入や承認フローの確立など、実現可

能な管理方法を検討することが推奨される。 

その他 ― 特になし。 
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２．６ 管理部 

監査対象 管理部 
監査員 サンプル（外部監査員） 

実施日 2025年 1月 1日 

監査テーマ 部門レベルの ISMS・PMSの運用状況、リスク対策の適切性 

監査内容 ■業務のヒアリング ■運用記録の確認 ■現場巡回 □その他（        ） 

検出事項 

 

分類 テーマ 内容 

評価 ― 特になし。 

不適合 ― 特になし。 

観察 
個人情報の 

特定 

ファイルサーバからクラウドストレージへの移行が進んで

いるものの、「資産管理台帳」上の保管場所が古いままであ

った。 

推奨 資産の保管 

「資産管理台帳」に保管期間が長期に渡るものや、システ

ムから出力したデータが資産として多数登録されていた。

法廷保管期限や業務上の必要性を踏まえた保管期間の再検

討や、データの取扱いをシステム内で完結される運用を検

討することが推奨される。 

その他 ― 特になし。 
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